
平
成
三
十
年
三
月
二
日
受
領

答

弁

第

九

四

号

内
閣
衆
質
一
九
六
第
九
四
号

平
成
三
十
年
三
月
二
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
尾
辻
か
な
子
君
提
出
官
房
長
官
記
者
会
見
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
尾
辻
か
な
子
君
提
出
官
房
長
官
記
者
会
見
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
三
に
つ
い
て

内
閣
官
房
長
官
は
、
国
民
や
国
際
社
会
に
向
け
て
政
府
と
し
て
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
、
記
者
会

見
を
行
っ
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
発
言
は
、
内
閣
官
房
長
官
記
者
会
見
は
、
記
者
か
ら
の
事
実
に
関
連
を
し
た
質
問
に
対
し
て
内
閣
官
房
長
官
が

政
府
の
見
解
を
答
え
る
場
で
あ
る
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

四
か
ら
七
ま
で
に
つ
い
て

内
閣
官
房
長
官
記
者
会
見
の
参
加
要
件
は
内
閣
記
者
会
が
定
め
て
い
る
と
承
知
し
て
お
り
、
お
尋
ね
の
「
記
者
会
見
に
参

加
す
る
資
格
の
あ
る
記
者
の
総
人
数
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
な
い
。
内
閣
官
房
長
官
の
毎
週
金
曜
日
の

午
後
の
定
例
記
者
会
見
に
つ
い
て
は
、
内
閣
記
者
会
に
所
属
す
る
記
者
に
加
え
て
、
前
日
の
十
時
か
ら
十
八
時
ま
で
の
間
に

登
録
の
あ
っ
た
、
①
公
益
社
団
法
人
日
本
専
門
新
聞
協
会
会
員
社
に
所
属
す
る
記
者
で
あ
っ
て
国
会
記
者
記
章
を
保
持
す
る

も
の
、
②
一
般
社
団
法
人
日
本
雑
誌
協
会
会
員
社
に
所
属
す
る
記
者
で
あ
っ
て
国
会
記
者
記
章
を
保
持
す
る
も
の
、
③
外
務

一



省
が
発
行
す
る
外
国
記
者
登
録
証
の
保
持
者
、
④
一
般
社
団
法
人
日
本
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
報
道
協
会
法
人
会
員
社
に
所
属
す

る
記
者
で
、
十
分
な
活
動
実
績
及
び
活
動
実
態
を
有
す
る
者
又
は
⑤
①
、
②
若
し
く
は
④
の
企
業
若
し
く
は
一
般
社
団
法
人

日
本
新
聞
協
会
加
盟
社
が
発
行
す
る
媒
体
に
署
名
記
事
等
を
提
供
し
、
十
分
な
活
動
実
績
及
び
活
動
実
態
を
有
す
る
者
で
あ

る
と
そ
れ
ぞ
れ
内
閣
広
報
室
が
確
認
し
た
者
が
参
加
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
①
か
ら
⑤
ま
で
の
う
ち
、
人
数
が
確
認
可
能
な

⑤
の
該
当
者
は
、
菅
内
閣
に
お
い
て
は
十
一
名
、
野
田
内
閣
及
び
安
倍
内
閣
に
お
い
て
は
十
二
名
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

内
閣
官
房
長
官
記
者
会
見
の
平
均
時
間
は
把
握
し
て
い
な
い
。

九
及
び
十
に
つ
い
て

内
閣
官
房
長
官
が
「
複
数
挙
手
を
す
る
記
者
の
中
か
ら
選
ん
で
指
名
す
る
」
の
に
基
準
は
な
い
。
ま
た
、
御
指
摘
の
「
国

民
の
知
る
権
利
の
公
平
性
・
公
正
性
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
内
閣
官
房
長
官
は
、
記
者

会
見
に
お
い
て
出
席
し
た
記
者
か
ら
の
様
々
な
質
問
に
で
き
る
限
り
丁
寧
に
お
答
え
し
て
い
る
。

十
一
及
び
十
二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
制
限
は
し
て
い
な
い
。
な
お
、
内
閣
官
房
長
官
は
、
多
様
な
職
責
を
担
っ
て
い
る
の
で
、
日
程
上
の
制

二



約
に
よ
り
記
者
会
見
の
終
了
に
つ
い
て
内
閣
記
者
会
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
あ
る
。

十
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
指
名
さ
れ
た
記
者
の
人
数
」
に
つ
い
て
は
記
録
し
て
い
な
い
。

十
四
及
び
十
五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
文
部
科
学
省
の
文
書
」
は
文
部
科
学
省
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
と
報
道
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
か
ら

も
指
示
を
受
け
ず
に
文
部
科
学
省
に
お
い
て
確
認
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
「
文
部
科
学
省
の
文
書
」
に
係
る

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
六
月
十
五
日
に
文
部
科
学
省
に
お
い
て
公
表
し
て
い
る
。

十
六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
責
任
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
内
閣
官
房

長
官
は
、
記
者
会
見
に
お
い
て
出
席
し
た
記
者
か
ら
の
様
々
な
質
問
に
で
き
る
限
り
丁
寧
に
お
答
え
し
て
い
る
。

三


